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まことの幸福は人助けから
REALHAPPINESSISHELPINGOTHERS

1992～93年度RI会｣と クリフガ･一ド･L･タ・クターマン

No. 2

友愛の日第487回例会平成4年7月14日(火)曇

◇“奉仕の理想“

◇出席報告

会貝 68(65)名 出席 53名

出席率 81.54%

前回 7月7日(修正出席率) 100%

◇ビジター紹介 11名

◇お誕生日祝福

三輪君(6/22)、佐久間夫人(7/14)、尾|災I君(7

/19)、三輪夫人(7/20)

◇ニコボックス

名古屋瑞穂RC安田文二君第11期I紳事池

Hlさんの健闘を願って。汐路中学ハンドボー

ル部のひたむきさを失わないで頑張って下さい。

佐久間良治君8／5日泰寺で行われます真夏

の夜の第九コンサートの御捌待状があります。

皆様の御参加をお待ちしております。夫人誕

生1号1祝い。

西野英樹君浅井さん先日はお世話になりました。

上野保君杉山さんお世話になりました。あ

りがとう。

和田正敏君大口先生お世話になりました。

秋山茂則君、小杉啓彰君早退させて頂

きます。

三輪康君誕生日祝い。夫人誕生'三1祝い。

尾関武弘君誕生日祝い。

へ

4． 7／28(火)は夫人同伴夜間例会となって居

りますが、まだ御返事の艇い方が多く、是非

御夫人お誘いのうえ、多数参加頂きますよう、

お剛い致します。

◇大谷会長挨拶

訳詩について

4月に会長エレク|､研修セミナーが開かれ、

池I刑紳蛎さんと出席した。新しい年度のテー

マや、会員増強、ロータリー財団、米山記念

奨学会への協力、クラブ計画書の作成、会長

リーダーシップ等磯り沢山のプログラムであ

った。昨年と同様今年も会長テーマソングが

あり、この指導がなされた。 「まことの幸禰

は人助けから」で日本語で歌うのは難しいか

らと原語の英語で歌った。難しいというのは、

日本語訳は直訳(ちよ<やく）でREAL一語の

訳は「まことの」 、四分音符と符点八分音符

の中にこれをいれるのはずい分早口になる。

HELPINGOTHERSは「人助けから」をあ

てなければならない。曲はFINGERSNAP

PINGTWO-BEATでずい分早い。ゆっく

りしたテンポで教えられたが、なかなか頭に

入りにくい。それだけでなく、 「まことのし

あわせ」と聞いていたが、 5月8Iglの地区協

議会では「まことのこうふく」と翻訳委員会

で決定したと伝えられた。日本諾大事典を引

くと「こうふく」は、 「恵まれた状態にあって不

平を感じないこと。満足できてたのしいこと

さいわい。しあわせ。」とある。 「しあわせは」

用例も多く、 「めぐりあわせ。幸迩であること、

そのさま。幸運にめぐり合うこと。」などとあ

る。やはり「こうふく」かなと思うが、こと

ばは「背」と「イメージ」と「意味」の三つの要

素からなっている。 「しあわせ」の方が柔ら

かく、イメージに合っているような気がする。

こう考えてくると沢というものは大変なもの

一

◇池田幹事報告

l .本日例会終了後、理'lI役員会を捌雌致し

ますので、理リド役員の方は1F葵の間にお集

まり下さい。

2．次回例会終了後、クラブアセンブリーを

開催致しますので、理事役員・委員長の方は

お残り下さい。

3．真夏の夜の第九コンサートが、 8／5（水）

’二l泰寺において開催されます。御招待状とポ

スターが来て居りますので、お帰りにお持ち

下さい。

－1－

糠度会長テーマ .深い友情 ｡楽し'腰例会〃 堆瓢婚再生紙奮繊用しております”
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来る8月5BPM7:00より党王山日泰寺に

於て覚王山商店街と千種区役所主催並びに千

種ロータリクラブと東山ライオンズクラブ後

援による「真夏の夜の第九コンサート」が開

催されますので皆様の御参加を心よりお待ち

しております。 佐久間良治君

◇7月度理事役員会議題

1. 1991～92年度決算･1992～93年度予算の件。

2．バナーの件。

3．事務局有給休暇の件。

4． 8月お盆休みの件。

だ。 「螢の光」で有名なスコットランド民謡

「AULDLANGSYNE－久しい昔」 。アイ

ルランド民謡「THELASTROSEOF

SOMMER－夏の最後のバラ」は「腱の千草」

で人口に贈炎している。前者の作詩者は不明

だが、後者は里見義作詩ともいわれている。

人の心に食い入り、永遠に歌われる詩にはそ

れなりの苦労がある。ロータリアンが気軽に

口ずさめるように、どなたか意訳をして頂い

たらどうでしょう。

1－卜+…++…………友愛の日 ；十; : :十:十: :+:十:十:十: : ：

◇乾杯 黒野会長エレクト

1991～92年度例会出席率（個人別） (47meetings)

ｊ

出

席

率

％
く

他

ク

ラ

ブ

欠
△
ロ 出

席

率

ｊ

ホ
ー
ム
ク
ラ
プ
㈱

』
７
と
鹿~ 出

席

率

ｊ

ホ
ー
ム
ク
ラ
プ
蝿

ｊ

出

席

率

％
く

ホ
ー
ム
ク
ラ
プ

他

ク

ラ

ブ

ﾉr
辞、ホ

１
１
ム
ク
ラ
プ

員 名
器
ゴ
ェ
エ貝 名会

席 計席
~

Ｔ

身
ユ
ロ

へ
続

義

明

夫

治

敢

長

二

棚

巳

朗

和

茂

雄

正

弘

男

治

寛

春

悪

賀

正

保

偏

良

豊

禎

英

正

登

弘

和

佳

武

鬮

良

義

、

丙

凹

、

Ⅱ

〕

ｎ

ｘ

Ｕ

ｎ

叫

Ｕ

《

ｎ

判

哩

嘩

列

蛆

△

同

０

Ｊ

ｎ

ｘ

Ｕ

ｎ

バ

リ

○

八

ｕ

。

■

Ｉ

Ｌ

局

Ｊ

１

同

’

１

ｎ

叩

〕

口

用

孟

、

／

〕

ｎ

ｈ

Ｕ

ｎ

ｕ

〕

可

０

１

〈

Ⅱ

『

〕

《

Ｕ

（

〕

、

叫

哩

白

Ⅱ

叩

宇

ｎ

判

』

１

１

４

ｎ

ｘ

ｕ

ｎ

具

。

庁

Ｊ

１

《

叩

八

〕

句

、

〕

ｎ

ｘ

Ｕ

、

Ⅱ

》

内

Ⅱ

》

〈

Ⅱ

『

』

４

５

４

４

４

４

４

４

４

５

４

４

５

１

５

３

４

４

４

５

４

５

４

１

４

４

４

４

５

４

５

５

４

66

72

15

(88）

94

94

68

79

81

64

40

79

85

89

77

17

57

68

85

94

81

49

57

51

91

19

個2）

98

51

89

53

100

89

81

81

89

帷

帖

Ｗ

ｍ

Ｍ

肌

肌

帥

陀

肥

腿

的

叩

Ⅱ

肪

渕

ｎ

Ｗ

似

叩

帆

羽

糾

肪

叫

鱒

岬

蛇

陀

的

肥

過

舵

帖

舶

桝

制

Ｉ

勺

１

１

ヨ

ー

１

壬

Ｉ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

屯

１

可

上

訂

１

も

１

勺

１

旬

１

可

１

１

１

１

・

１

９

１

屯

１

ｑ

Ｌ

１

上

９

１

訂

上

訂

上

Ｉ

１

八

川

軍

旬

０

１

川

可

〃

註

？

凸

ワ

０

Ｑ

Ｕ

ｎ

Ｕ

〈

ｕ

ゾ

７

０

ｎ

Ｕ

り

む

Ｒ

Ｕ

回

ｕ

７

Ｊ

ｎ

〃

と

尚

Ⅲ

〕

４

註

、

八

ｕ

ｎ

Ｕ

７

Ｆ

月

註

ｑ

Ｊ

《

ｕ

Ｊ

Ｒ

ｕ

４

誼

旬

凸

目

』

７

Ｊ

句

ム

Ｑ

Ｕ

。

。

印

〃

伜

３

３

川

枇

洲

駈

罰

切

９

Ｊ

９

Ｊ

ｑ

Ｊ

１

１

ｎ

Ｊ

月

牡

川

趾

ｑ

Ｊ

？

凸

９

Ｊ

川

殼

４

趾

Ｔ

Ｊ

ワ

ム

リ

ム

り

上

川

匙

刈

牡

印

凸

４

母

ワ

ム

刈

呈

４

趾

１

Ｕ

４

Ｊ

川

趾

７

６

１

５

５

２

０

０

８

９

４

７

５

４

６

５

４

９

３

１

５

２

６

６

２

２

４

５

３

６

６

２

２

７

１

１

１

１

１

１

２

１

１

２

１

３

２

２

２

２

１

１

０

０

０

０

０

３

０

０

０

０

０

０

０

２

４

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

３

１

知

上

０

Ｊ

丹

ｌ

ｎ

Ｕ

？

』

ｎ

Ｕ

０

Ｊ

ワ

山

内

Ｕ

内

Ｕ

Ｆ

Ｄ

ｎ

過

分

Ｕ

７

１

円

ｊ

ｎ

ｊ

毎

ｊ

ｎ

４

Ｆ

３

ｎ

Ｊ

４

牡

７

日

ｎ

Ｕ

ｎ

５

１

Ｌ

４

咄

４

曲

・

１

７

〕

ｎ

Ｕ

Ａ

０

１

？

Ｂ

弄

り

Ｑ

Ｕ

，

ｌ

ｎ

Ｏ

ｎ

Ｕ

ｎ

Ｕ

ｎ

Ｕ

ハ

リ

ハ

Ｕ

内

Ｕ

穴

Ｄ

ｎ

Ｕ

品

Ｕ

向

Ｕ

１

帥

１

４

，

３

ｎ

ｖ

Ｒ

１

副

ｌ

Ｐ

３

ｎ

リ

、

Ⅱ

ｎ

Ｕ

Ｏ

Ｕ

可

ｌ

ｎ

Ｕ

ｑ

Ｊ

。

ｌ

内

Ｕ

ｎ

Ｕ

ｎ

Ｕ

可

１

Ａ

Ⅱ

．

ｌ

ｌ

ｏ

１

。

’

屯

１

・

１

屯

１

句

１

ヨ

ー

・

１

１

．

１

イ

ー

寸

上

勺

１

１

１

勺

１

屯

１

・

１

凸

１

ｄ

ｌ

イ

人

凸

１

勺

１

１

１

４

１

１

水 野

永 井

長 門

中 山

成 田

新 美

西 川

西 村

西 野

西 尾

奥 村

大 口

太 田

大 谷

大 矢

尾 関

鷺 谷

佐久間

佐 野

笹 野

立

山

藤

山

井

崎

一 成

茂 則

銀之助

敏 郎

誠 寿

民 夫

内

Ⅱ

Ｕ

Ｒ

Ｊ

ｊ

ｎ

ｘ

Ｕ

内

１

Ｊ

円

Ｊ

Ｊ

〃

ｑ

曇

丙

ｈ

〕

ｎ

Ⅲ

Ｕ

、

ノ

〕

・

畠

肚

舟

Ⅵ

ｎ

ｆ

Ｊ

介

価

Ｕ

ｎ

ｘ

Ｕ

局

０

１

ｎ

ハ

ロ

ｎ

Ｈ

Ｕ

。

’

上

ｎ

ｈ

Ｕ

ｎ

ｘ

Ｕ

ｎ

尺

〕

公

ｈ

Ｕ

４

４

凸

勺

１

４

Ａ

ｈ

Ｕ

局

式

〉

ｎ

Ⅱ

》

Ａ

ｕ

Ｊ

凸

’

八

凸

Ｉ

Ｌ

可

ｒ

Ｉ

凸

叫

凸

〈

Ⅱ

Ｕ

倶

Ｕ

Ａ

証

月

註

り

口

ｎ

Ｊ

？

“

１

４

、

凸

ｎ

Ｊ

ｎ

Ｊ

ワ

山

勺

』

月

咄

九

Ｊ

ワ

』

７

皆

勾

０

内

ｊ

ｑ

１

ｎ

Ｊ

向

ｊ

ｎ

Ｊ

４

品

、

９

，

Ｊ

３

ｎ

Ｊ

４

。

り

し

ｎ

画

７

〕

〃

岨

内

。

３

９

３

４

１

３

５

８

５

４

６

５

１

０

８

３

０

７

１

７

１

２

３

５

６

６

４

３

７

６

３

８

８

８

１

１

２

２

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

１

芦

ｈ

Ｕ

《

Ⅱ

Ｕ

八

ｈ

Ｕ

（

Ⅱ

Ｕ

南

ｎ

Ｕ

品

Ⅱ

Ｕ

声

Ⅱ

Ｕ

（

Ⅱ

Ｕ

《

Ⅱ

Ｕ

《

Ⅱ

Ｕ

島

ｕ

Ｊ

ｎ

Ⅲ

〕

〈

Ⅲ

Ｕ

〔

Ⅱ

Ｕ

尺

Ⅱ

Ｕ

可

Ｊ

Ｊ

〔

Ⅲ

Ｕ

ｎ

Ⅱ

〕

（

Ⅱ

Ｕ

、

〃

し

品

Ⅱ

Ｕ

（

Ⅱ

Ｕ

（

Ⅱ

Ｕ

、

グ

草

（

Ⅱ

Ｕ

ｎ

Ｕ

、

く

り

（

Ⅱ

Ｕ

ｎ

Ⅱ

Ｕ

、

Ⅱ

Ｕ

ｎ

Ⅲ

ｕ

ｎ

Ⅲ

Ｕ

《

ｎ

Ｕ

【

Ⅱ

Ｕ

２

４

２

３

６

１

７

８

７

１

８

７

８

０

８

７

８

５

１

８

８

７

５

９

８

７

６

２

９

４

２

８

７

０

２

８

４

些

吊

砠

早

缶

ｍ

Ｕ

‘

月

牛

上

峰

月

略

暑

由

吊

凹

旦

由

伺

里

且

Ｆ

司

暫

由

ｑ

鼎

坐

凸

ｑ

ｕ

▲

句

／

】

凸

■

且

凸

。

ｎ

斗

＆

。

ｎ

斗

＆

【

』

『

Ｕ

Ｊ

剤

４

凸

ｄ

月

酌

む

Ｊ

司

咄

牛

、

ノ

巳

‐

且

凹

且

凸

月

Ｍ

４

“

〃

凹

凸

ｒ

ｑ

４

Ｆ

畠

■

Ｕ

」

月

旦

＆

ｊ

ｕ

４

戸

畠

旧

茸

Ｊ

月

叫

心

０

月

岫

凸

Ｆ

磑

旧

〕

房

ｈ

０

画

‐

月

旦

白

Ｆ

ｎ

Ｕ

Ｐ

３

冊

〕

ｎ

Ｕ

ｎ

リ

汀

Ｉ

４

４

Ｆ

り

４

△

ｎ

ｏ

寺

１

？

』

や

ｌ

Ｒ

Ｉ

７

ｊ

弓

ｊ

八

Ｕ

１

１

か

Ｕ

ｎ

Ｊ

ｎ

０

勺

上

７

７

口

丙

ｉ

叶

ｌ

ｎ

Ｕ

４

凸

九

Ｊ

【

ｊ

戸

口

句

ｊ

勺

１

Ｆ

３

月

ｊ

⑥

ｏ

ｎ

Ｕ

八

０

勺

ｊ

侯

Ｕ

Ｏ

Ｊ

Ｆ

Ｏ

公

０

風

Ｕ

Ｆ

３

ｎ

Ｉ

ｑ

Ｕ

ｎ

ｌ

ｌ

Ⅱ

Ｆ

１

代

り

、

⑥

ｎ

Ｄ

ｑ

Ｌ

ｎ

Ｊ

ｑ

Ｕ

同

ｊ

可

ｊ

ｎ

５

向

ｊ

”

ｊ

穴

、

ｎ

ｏ

ｎ

５

４

段

Ｆ

９

Ｆ

ａ

口

。

可

ｊ

ｌ

ｌ

く

足

秋

安

背

浅

江

乙
寸
一

士
庁
や

二
~
官深 見

淳

宏

数

三

脚

男

隆

夫

壷

林

堀

市

池

今

今

江

原

田

枝

井

秀

浩

今 西 幸 一

耕

正

他

大

正

敏

昭

昭

嗣

則

一

豊

義

昌

元

二

石

石

釜

加

加

加

菊

木

田

黒

谷

藤

藤

藤

池

全

へ菅 原 宣 彦

杉 山

鈴 木

鈴 木

田部井

竹 内

谷 口

上 野

魚 津

和 田

鷲 野

渡 辺

山 本

吉 田

貞

正

理

良

臓

蝸

男

男

之

和

三

宏

保

装

敏

明

夫

輔

美

小 林 明

彰

弘

雄

晧

夫

夫

二

彰

康

司

也

小 杉

小 山

小坂井

久保田

黒 野

黒 須

松 居

松 島

三 輪

宮 尾

水 野

啓

雅

盛

貞

一

敬

孝

粥

正

義

辰

撹

節

紘

民

（ ） ：中途入会者の実倒出席率

◇次回例会（7月21日）

講演 “右と左”

会員

◇次々回例会（7月28日）

夫人同伴夜間例会

（松楓閣にてP.M,6:00より）長門保明君
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